
 

 

悪性リンパ腫の分子病理学的検索 

 

１．研究の対象 

1997年 5月～2027年 12月に国立がん研究センター中央病院で悪性リンパ腫と診断され

た方 

 

２．研究目的・方法 

病理組織診断は病変から採取された組織を顕微鏡下に検査し、病変の有無や性質などの

診断を行うもので、腫瘍の確定診断に重要な役割を果たしています。近年の遺伝子変異・

発現や蛋白発現解析の進展により、種々の悪性リンパ腫における分子病理学的特徴が明ら

かにされつつあり、今後、このような検索をさらに進め、得られた知見を病理組織診断の

精度向上や、悪性度診断等に結びつけていく事が期待されます。  

本研究では悪性リンパ腫の病理組織診断への応用を目的として、腫瘍の遺伝子変異・発現

および蛋白発現の統合的な解析を行います。これらの結果と病理組織所見および臨床所見

との相関を明らかにする事で、病理組織診断や分子病理学的診断に応用可能な、新たな組織

型特異的マーカー・予後因子の探索を行います。  

研究実施期間は10年間です。 

本研究により得られた結果は、学術論文や学会発表などの形で公表されることがありま

す。 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

試料：生検・手術で切除し、病理診断に用いられた後の残余組織 等  

情報：年齢、性別、採取部位、病歴、病理診断結果 等 

 

４．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理

人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出

ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先：  

研究責任者、研究代表者：前島 亜希子 

国立がん研究センター中央病院 病理診断科  

連絡先：東京都中央区築地 5-1-1  

電話 03-3542-2511（代） 




